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（
開
発
区
域
が
二
以
上
の
区
域
に
わ
た
る
場
合
の
開
発
行
為
の
許
可
の
規
模
要
件
の

適
用
）

第
二
十
二
条
の
三

開
発
区
域
が
、
市
街
化
区
域
、
区
域
区
分
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い

都
市
計
画
区
域
、
準
都
市
計
画
区
域
又
は
都
市
計
画
区
域
及
び
準
都
市
計
画
区
域
外

の
区
域
の
う
ち
二
以
上
の
区
域
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
二
十
九
条
第
一

項
第
一
号
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
開
発
行
為
に
つ

い
て
適
用
す
る
。

一

当
該
開
発
区
域
の
面
積
の
合
計
が
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

二

市
街
化
区
域
、
区
域
区
分
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
都
市
計
画
区
域
又
は
準
都
市

計
画
区
域
の
う
ち
二
以
上
の
区
域
に
お
け
る
開
発
区
域
の
面
積
の
合
計
が
、
当
該

開
発
区
域
に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
つ
い
て
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
開
発
行

為
の
許
可
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
規
模
の
う
ち
最
も
大
き
い
規
模
未
満
で
あ

る
こ
と
。

三

市
街
化
区
域
に
お
け
る
開
発
区
域
の
面
積
が
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
第
十
九
条

第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
未
満

で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
規

則
で
別
に
規
模
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
規
模
未
満
で
あ
る

こ
と
。

四

区
域
区
分
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
開
発
区
域
の
面
積

が
、
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
第
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

県
の
規
則
で
別
に
規
模
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
規
模
）
未

満
で
あ
る
こ
と
。
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五

準
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
開
発
区
域
の
面
積
が
、
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
第

十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
規
則
で
別
に
規
模
が
定
め

ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
規
模
）
未
満
で
あ
る
こ
と
。

２

開
発
区
域
が
、
市
街
化
区
域
、
区
域
区
分
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
都
市
計
画
区
域

又
は
準
都
市
計
画
区
域
と
都
市
計
画
区
域
及
び
準
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域
と
に
わ

た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
当
該
開
発
区
域
の
面

積
の
合
計
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
開
発
行
為
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
法
第
三
十
三
条
第
一
項
各
号
を
適
用
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
技
術
的
細
目
）

（
法
第
三
十
三
条
第
一
項
各
号
を
適
用
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
技
術
的
細
目
）

第
二
十
五
条

法
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち
、
同
条
第
一

第
二
十
五
条

法
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち
、
同
条
第
一

項
第
二
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

項
第
二
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
六

略

一
～
六

略

七

開
発
区
域
の
面
積
が
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
開
発
行
為
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交

七

開
発
区
域
の
面
積
が
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
開
発
行
為
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
面
積
が
一
箇
所
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で

通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
面
積
が
一
箇
所
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で

あ
り
、
か
つ
、
そ
の
面
積
の
合
計
が
開
発
区
域
の
面
積
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

あ
り
、
か
つ
、
そ
の
面
積
の
合
計
が
開
発
区
域
の
面
積
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

公
園
（
予
定
建
築
物
等
の
用
途
が
住
宅
以
外
の
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
公
園
、
緑

公
園
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

地
又
は
広
場
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

八

略

八

略

第
二
十
六
条

法
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち
、
同
条
第
一

第
二
十
六
条

法
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち
、
同
条
第
一

項
第
三
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

項
第
三
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
三

略

一
～
三

略

四

主
と
し
て
住
宅
の
建
築
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
な
う
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
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の
開
発
行
為
に
あ
つ
て
は
、
終
末
処
理
施
設
を
有
す
る
下
水
道
そ
の
他
の
排
水
管

渠
に
汚
水
を
放
流
す
る
場
合
を
除
き
、
終
末
処
理
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

き
ょ。

（
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
）

第
二
十
九
条
の
二

法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
の
う
ち
制
限
の
強

化
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
二
十
五
条
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
二
十

七
条
、
第
二
十
八
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
第
二
十
八
条
の
二
か
ら
第
二

十
九
条
ま
で
の
技
術
的
細
目
に
定
め
ら
れ
た
制
限
に
つ
い
て
、
環
境
の
保
全
、
災

害
の
防
止
及
び
利
便
の
増
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
限
度
を
超
え
な
い
範
囲
で
行

う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

第
二
十
五
条
第
二
号
の
技
術
的
細
目
に
定
め
ら
れ
た
制
限
の
強
化
は
、
配
置
す

べ
き
道
路
の
幅
員
の
最
低
限
度
に
つ
い
て
、
十
二
メ
ー
ト
ル
（
小
区
間
で
通
行
上

支
障
が
な
い
場
合
は
、
六
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
な
い
範
囲
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ

と
。

三

第
二
十
五
条
第
三
号
の
技
術
的
細
目
に
定
め
ら
れ
た
制
限
の
強
化
は
、
開
発
区

域
の
面
積
に
つ
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

第
二
十
五
条
第
五
号
の
技
術
的
細
目
に
定
め
ら
れ
た
制
限
の
強
化
は
、
歩
車
道

を
分
離
す
べ
き
道
路
の
幅
員
の
最
低
限
度
に
つ
い
て
、
五
・
五
メ
ー
ト
ル
を
下
ら

な
い
範
囲
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

第
二
十
五
条
第
六
号
の
技
術
的
細
目
に
定
め
ら
れ
た
制
限
の
強
化
は
、
次
に
掲

げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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イ

主
と
し
て
住
宅
の
建
築
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
開
発
行
為
に
お
い
て
設

置
す
べ
き
施
設
の
種
類
を
、
公
園
に
限
定
す
る
こ
と
。

ロ

設
置
す
べ
き
公
園
、
緑
地
又
は
広
場
の
数
又
は
一
箇
所
当
た
り
の
面
積
の
最

低
限
度
を
定
め
る
こ
と
。

ハ

設
置
す
べ
き
公
園
、
緑
地
又
は
広
場
の
面
積
の
合
計
の
開
発
区
域
の
面
積
に

対
す
る
割
合
の
最
低
限
度
に
つ
い
て
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
範
囲
で
、

開
発
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
状
況
並
び
に
予
定
建
築
物
等
の
用
途
を
勘
案
し
て

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
こ
と
。

六

第
二
十
五
条
第
七
号
の
技
術
的
細
目
に
定
め
ら
れ
た
制
限
の
強
化
は
、
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
設
置
す
べ
き
公
園
、
緑
地
又
は
広
場
の
数
若

し
く
は
一
箇
所
当
た
り
の
面
積
の
最
低
限
度
又
は
そ
れ
ら
の
面
積
の
合
計
の
開
発

区
域
の
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
低
限
度
（
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
範
囲
に

限
る
。
）
に
つ
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七

第
二
十
七
条
の
技
術
的
細
目
に
定
め
ら
れ
た
制
限
の
強
化
は
、
二
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
未
満
の
開
発
行
為
に
お
い
て
も
ご
み
収
集
場
そ
の
他
の
公
益
的
施
設
が
特
に
必

要
と
さ
れ
る
場
合
に
、
当
該
公
益
的
施
設
を
配
置
す
べ
き
開
発
行
為
の
規
模
に
つ

い
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八

第
二
十
八
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
技
術
的
細
目
に
定
め
ら
れ
た
制
限
の

強
化
は
、
そ
の
地
方
の
気
候
、
風
土
又
は
地
勢
の
特
殊
性
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
規

定
の
み
に
よ
つ
て
は
開
発
行
為
に
伴
う
が
け
崩
れ
又
は
土
砂
の
流
出
の
防
止
の
目

的
を
達
し
難
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

九

第
二
十
八
条
の
二
第
一
号
の
技
術
的
細
目
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
制
限
の
強
化

は
、
保
存
の
措
置
を
講
ず
べ
き
樹
木
又
は
樹
木
の
集
団
の
要
件
に
つ
い
て
、
優
れ
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た
自
然
的
環
境
の
保
全
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
も

の
で
あ
る
こ
と
。

十

第
二
十
八
条
の
二
第
二
号
の
技
術
的
細
目
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
制
限
の
強
化

は
、
表
土
の
復
元
、
客
土
、
土
壌
の
改
良
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
切
土
若
し
く
は

盛
土
の
高
さ
の
最
低
限
度
又
は
切
土
若
し
く
は
盛
土
を
す
る
土
地
の
面
積
の
最
低

限
度
に
つ
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
一

第
二
十
八
条
の
三
の
技
術
的
細
目
に
定
め
ら
れ
た
制
限
の
強
化
は
、
配
置
す

べ
き
緩
衝
帯
の
幅
員
の
最
低
限
度
に
つ
い
て
、
二
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
範
囲

で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
二

前
条
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
強
化
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準

に
従
い
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
の
う
ち
制
限
の
緩
和
に
関
す
る
も

の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
二
十
五
条
第
二
号
又
は
第
六
号
の
技
術
的
細
目
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
制
限

に
つ
い
て
、
環
境
の
保
全
、
災
害
の
防
止
及
び
利
便
の
増
進
上
支
障
が
な
い
範
囲

で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

第
二
十
五
条
第
二
号
の
技
術
的
細
目
に
定
め
ら
れ
た
制
限
の
緩
和
は
、
既
に
市

街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
内
で
行
わ
れ
る
開
発
行
為
に
お
い
て
配
置
す
べ
き
道

路
の
幅
員
の
最
低
限
度
に
つ
い
て
、
四
メ
ー
ト
ル
（
当
該
道
路
と
一
体
的
に
機
能

す
る
開
発
区
域
の
周
辺
の
道
路
の
幅
員
が
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当

該
幅
員
）
を
下
ら
な
い
範
囲
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

第
二
十
五
条
第
六
号
の
技
術
的
細
目
に
定
め
ら
れ
た
制
限
の
緩
和
は
、
地
方
公

共
団
体
が
開
発
区
域
の
周
辺
に
相
当
規
模
の
公
園
、
緑
地
又
は
広
場
の
設
置
を
予
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定
し
て
い
る
場
合
に
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
）

第
二
十
九
条
の
三

法
第
三
十
三
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
建
築
物
の
敷

地
面
積
の
最
低
限
度
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
市
街
地
の
周
辺
そ
の
他
の
良
好
な
自

然
的
環
境
を
形
成
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
な

い
こ
と
と
す
る
。

（
法
第
三
十
四
条
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
危
険
物
等
）

（
法
第
三
十
四
条
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
危
険
物
等
）

第
二
十
九
条
の
四

略

第
二
十
九
条
の
二

略

（
法
第
三
十
四
条
第
八
号
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
等
）

（
法
第
三
十
四
条
第
八
号
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
等
）

第
二
十
九
条
の
五

略

第
二
十
九
条
の
三

略

（
法
第
三
十
四
条
第
八
号
の
三
の
政
令
で
定
め
る
基
準
）

第
二
十
九
条
の
六

法
第
三
十
四
条
第
八
号
の
三
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
同
号
の

条
例
で
指
定
す
る
土
地
の
区
域
に
、
原
則
と
し
て
、
第
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら

ニ
ま
で
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
含
ま
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
法
第
三
十
四
条
第
八
号
の
四
の
政
令
で
定
め
る
基
準
）

第
二
十
九
条
の
七

法
第
三
十
四
条
第
八
号
の
四
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
同
号
の

条
例
で
定
め
る
区
域
に
、
原
則
と
し
て
、
第
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に

掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
含
ま
な
い
こ
と
と
す
る
。
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（
法
第
四
十
三
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
開
発
行
為
）

（
法
第
四
十
三
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
開
発
行
為
）

第
三
十
四
条

法
第
四
十
三
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
開
発
行
為
は
、
次
に

第
三
十
四
条

法
第
四
十
三
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
開
発
行
為
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

略

一
・
二

略

三

法
附
則
第
四
項
の
許
可
を
受
け
て
行
う
開
発
行
為

（
開
発
許
可
を
受
け
た
土
地
以
外
の
土
地
に
お
け
る
建
築
等
の
許
可
の
基
準
）

（
開
発
許
可
を
受
け
た
土
地
以
外
の
土
地
に
お
け
る
建
築
等
の
許
可
の
基
準
）

第
三
十
六
条

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ

第
三
十
六
条

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ

ば
、
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

ば
、
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
・
二

略

一
・
二

略

三

当
該
許
可
の
申
請
に
係
る
建
築
物
又
は
第
一
種
特
定
工
作
物
が
次
の
い
ず
れ
か

三

当
該
許
可
の
申
請
に
係
る
建
築
物
又
は
第
一
種
特
定
工
作
物
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
。

に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

略

イ

略

ロ

法
第
三
十
四
条
第
八
号
の
三
の
条
例
で
指
定
す
る
土
地
の
区
域
内
に
お
い
て

新
築
し
、
若
し
く
は
改
築
す
る
建
築
物
若
し
く
は
新
設
す
る
第
一
種
特
定
工
作

物
で
同
号
の
条
例
で
定
め
る
用
途
に
該
当
し
な
い
も
の
又
は
当
該
区
域
内
に
お

い
て
用
途
を
変
更
す
る
建
築
物
で
変
更
後
の
用
途
が
同
号
の
条
例
で
定
め
る
用

途
に
該
当
し
な
い
も
の

ハ

建
築
物
又
は
第
一
種
特
定
工
作
物
の
周
辺
に
お
け
る
市
街
化
を
促
進
す
る
お

そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
困

難
又
は
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
建
築
物
の
新
築
、
改
築
若
し
く
は
用
途

の
変
更
又
は
第
一
種
特
定
工
作
物
の
新
設
と
し
て
、
都
道
府
県
（
指
定
都
市
等
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又
は
事
務
処
理
市
町
村
の
区
域
内
に
あ
つ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
等
又
は
事
務

処
理
市
町
村
）
の
条
例
で
区
域
、
目
的
又
は
用
途
を
限
り
定
め
ら
れ
た
も
の
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
条
例
で
定
め
る
区
域
に
は
、
原
則
と
し
て
、
第
八

条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
含
ま
な
い
も
の
と

す
る
。

ニ

略

ロ

略

ホ

略

ハ

略

２

略

２

略

（
法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
）

（
法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
）

第
三
十
七
条
の
三

法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に

第
三
十
七
条
の
三

法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に

掲
げ
る
建
築
物
の
建
築
で
あ
つ
て
、
法
第
十
二
条
の
五
第
八
項
に
規
定
す
る
建
築
物

掲
げ
る
建
築
物
の
建
築
で
あ
つ
て
、
法
第
十
二
条
の
五
第
八
項
に
規
定
す
る
建
築
物

等
の
建
築
若
し
く
は
建
設
の
限
界
又
は
都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
八
の
二
第
四
項
に

等
の
建
築
若
し
く
は
建
設
の
限
界
又
は
都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
八
の
二
第
四
項
に

規
定
す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
新
築
、
改
築
若
し
く
は
増
築
の
限
界
に
適
合

規
定
す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
新
築
、
改
築
若
し
く
は
増
築
の
限
界
に
適
合

し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
・
二

略

一
・
二

略

（
法
第
五
十
四
条
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
場
合
）

第
三
十
七
条
の
四

法
第
五
十
四
条
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ

か
の
場
合
と
す
る
。

一

地
下
で
建
築
物
の
建
築
が
行
わ
れ
る
場
合

二

道
路
で
あ
る
都
市
施
設
を
整
備
す
る
立
体
的
な
範
囲
の
下
に
位
置
す
る
空
間
に

お
い
て
建
築
物
の
建
築
が
行
わ
れ
る
場
合
（
前
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
で
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あ
つ
て
、
当
該
建
築
物
が
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
他
の
建
築
物
の
利
便
を

妨
げ
、
そ
の
他
周
囲
の
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

三

道
路
（
次
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
る
都
市
施
設
を
整
備
す
る
立

体
的
な
範
囲
の
上
に
位
置
す
る
空
間
に
お
い
て
渡
り
廊
下
そ
の
他
の
通
行
又
は
運

搬
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の

建
築
が
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
建
築
物
が
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生

上
他
の
建
築
物
の
利
便
を
妨
げ
、
そ
の
他
周
囲
の
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合

イ

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

学
校
、
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
に
供
す
る
建

(1)
築
物
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
、
生
徒
、
患
者
、
老
人
等
の
通
行
の
危
険
を
防

止
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

建
築
物
の
五
階
以
上
の
階
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
建
築
物
の
避
難

(2)
施
設
と
し
て
必
要
な
も
の

多
数
人
の
通
行
又
は
多
量
の
物
品
の
運
搬
の
用
途
に
供
す
る
も
の
で
、
道

(3)
路
の
交
通
の
緩
和
に
寄
与
す
る
も
の

ロ

そ
の
主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
主
要
構
造
部

を
い
う
。
）
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。
建
築
基
準
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造
で
あ
る
こ
と
。

(1)

建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当

(2)
す
る
こ
と
。

建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
不
燃
材
料
（
ハ
に
お
い
て
単
に

(3)
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「
不
燃
材
料
」
と
い
う
。
）
で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

そ
の
構
造
が
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

建
築
基
準
法
施
行
令
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
構
造
耐
力
上
主
要
な
部

(1)
分
は
、
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
又
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

と
し
、
そ
の
他
の
部
分
は
、
不
燃
材
料
で
造
る
こ
と
。

屋
外
に
面
す
る
部
分
に
は
、
ガ
ラ
ス
（
網
入
ガ
ラ
ス
を
除
く
。
）
、
瓦
、

か
わ
ら

(2)
タ
イ
ル
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
、
飾
石
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
材
料
を
用
い
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
材
料
が
道
路
上
に

落
下
す
る
お
そ
れ
が
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

側
面
に
は
、
床
面
か
ら
の
高
さ
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
壁
を
設
け
、

(3)
そ
の
壁
の
床
面
か
ら
の
高
さ
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
に
開
口
部
を

設
け
る
と
き
は
、
こ
れ
に
は
め
ご
ろ
し
戸
を
設
け
る
こ
と
。

四

建
築
物
の
高
さ
の
最
低
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
高
度
地
区
又
は
高
度
利
用
地

区
内
の
自
動
車
の
み
の
交
通
の
用
に
供
す
る
道
路
で
あ
る
都
市
施
設
を
整
備
す
る

立
体
的
な
範
囲
の
上
に
位
置
す
る
空
間
に
お
い
て
建
築
物
（
そ
の
構
造
が
、
渡
り

廊
下
そ
の
他
の
通
行
又
は
運
搬
の
用
途
に
供
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
前
号
ハ

か
(1)

ら

ま
で
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
同
号
ハ

及
び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に

(3)

(1)

(2)

よ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
建
築
が
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
建
築
物
が
安

全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
他
の
建
築
物
の
利
便
を
妨
げ
、
そ
の
他
周
囲
の
環
境

を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

（
法
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
）

（
法
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
）

第
三
十
八
条
の
七

法
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、

第
三
十
八
条
の
七

法
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
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次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

略

一

略

二

法
附
則
第
四
項
の
許
可
を
要
す
る
行
為

二

建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
第
八
十
八
条
第

三

建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
第
八
十
八
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
確
認
又
は
同
法
第
十
八
条
第
二
項

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
確
認
又
は
同
法
第
十
八
条
第
二
項

（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
通
知
を
要
す
る
建
築
物
の
建
築
、
工
作
物
の
建
築
又
は
建
築
物
等

を
含
む
。
）
の
通
知
を
要
す
る
建
築
物
の
建
築
、
工
作
物
の
建
築
又
は
建
築
物
等

の
用
途
の
変
更
（
当
該
建
築
物
等
又
は
そ
の
敷
地
に
つ
い
て
地
区
計
画
又
は
住
宅

の
用
途
の
変
更
（
当
該
建
築
物
等
又
は
そ
の
敷
地
に
つ
い
て
地
区
計
画
又
は
住
宅

地
高
度
利
用
地
区
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
内
容
（
次
に
掲
げ
る
事
項
を

地
高
度
利
用
地
区
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
内
容
（
次
に
掲
げ
る
事
項
を

除
く
。
）
の
す
べ
て
が
同
法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
二

除
く
。
）
の
す
べ
て
が
同
法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
二

項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
で
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

。
）
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
で
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

イ

地
区
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
で
、

イ

地
区
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に

建
築
基
準
法
第
六
十
八
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
五
十
二
条
第
一

対
す
る
割
合
の
最
高
限
度
で
、
建
築
基
準
法
第
六
十
八
条
の
三
第
二
項
の
規
定

項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
数
値
と
み
な
さ
れ

に
よ
り
同
法
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四

る
も
の
又
は
同
法
第
六
十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
五
十
二
条

号
に
掲
げ
る
数
値
と
み
な
さ
れ
る
も
の
又
は
同
法
第
六
十
八
条
の
三
第
三
項
の

第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
数
値
と
み
な
さ
れ
る
も
の

規
定
に
よ
り
同
法
第
五
十
二
条
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
数

値
と
み
な
さ
れ
る
も
の

ロ

地
区
計
画
（
地
区
整
備
計
画
に
お
い
て
、
法
第
十
二
条
の
五
第
七
項
後
段
の

ロ

地
区
計
画
（
地
区
整
備
計
画
に
お
い
て
、
法
第
十
二
条
の
五
第
七
項
後
段
の

規
定
に
よ
る
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
敷
地
境
界

規
定
に
よ
る
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
敷
地
境
界

線
と
の
間
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
工
作
物
の
設
置
の
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い

線
と
の
間
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
工
作
物
の
設
置
の
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い

る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限

る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地

度
で
、
当
該
敷
地
に
係
る
建
築
基
準
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の

面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高
限
度
で
、
当
該
敷
地
に
係
る
建
築
基
準
法
第
五
十
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容
積
率
の
最
高
限
度
を
超
え
る
も
の

二
条
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高

限
度
を
超
え
る
も
の

ハ

住
宅
地
高
度
利
用
地
区
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
次
に
掲
げ
る
事
項

ハ

住
宅
地
高
度
利
用
地
区
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
次
に
掲
げ
る
事
項

�

建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
で
、
当
該
敷
地
に
係
る
法
第
八
条
第
一
項

�

建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高
限
度
で
、
当
該

第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
地
域
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た

敷
地
に
係
る
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
地
域
に
関
す
る
都

建
築
物
の
容
積
率
を
超
え
る
も
の

市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る

割
合
を
超
え
る
も
の

�

建
築
物
の
建
ぺ
い
率
の
最
高
限
度
で
、
当
該
敷
地
に
係
る
法
第
八
条
第
一

�

建
築
物
の
建
築
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高
限
度
で
、
当
該

項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
地
域
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ

敷
地
に
係
る
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
地
域
に
関
す
る
用

た
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
を
超
え
る
も
の

途
地
域
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
築
面
積
の

敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
超
え
る
も
の

�

略

�

略

三

略

四

略

（
都
に
関
す
る
特
例
）

（
都
に
関
す
る
特
例
）

第
四
十
六
条

法
第
八
十
七
条
の
四
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
都
市
計
画
は
、
法
第
十

第
四
十
六
条

法
第
八
十
七
条
の
四
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
都
市
計
画
は
、
法
第
十

五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
定
め
る
べ
き
都
市
計
画
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
定
め
る
べ
き
都
市
計
画
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

に
関
す
る
都
市
計
画
と
す
る
。

に
関
す
る
都
市
計
画
と
す
る
。

一

略

一

略

二

水
道
、
電
気
供
給
施
設
、
ガ
ス
供
給
施
設
、
下
水
道
、
市
場
及
び
と
畜
場

二

水
道
、
電
気
供
給
施
設
、
ガ
ス
供
給
施
設
、
下
水
道
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

、
市
場
及
び
と
畜
場

三

略

三

略
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附

則

附

則

第
三
条
及
び
第
四
条

削
除

第
三
条

削
除

（
開
発
行
為
の
規
制
等
の
適
用
区
域
）

第
四
条

法
附
則
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
都
市
計
画
区
域
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
を
含
む
都
市
計
画
区
域

イ

首
都
圏
整
備
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
市
街
地
又
は
同
条
第
四
項

に
規
定
す
る
近
郊
整
備
地
帯

ロ

近
畿
圏
整
備
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
都
市
区
域
又
は
同
条
第
四

項
に
規
定
す
る
近
郊
整
備
区
域

ハ

中
部
圏
開
発
整
備
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
都
市
整
備
区
域

二

次
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
を
含
む
都
市
計
画
区
域
（
ヘ
に
あ

つ
て
は
、
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る

も
の
イ

首
都
圏
整
備
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
都
市
開
発
区
域

ロ

近
畿
圏
整
備
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
都
市
開
発
区
域

ハ

中
部
圏
開
発
整
備
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
都
市
開
発
区
域

ニ

新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
等
を
廃
止
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第

号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

百
十
七
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
新
産
業
都
市
の
区
域

ホ

新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
等
を
廃
止
す
る
法
律
に
よ
る
廃
止
前
の
工
業
整
備
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特
別
地
域
整
備
促
進
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
工
業
整
備
特
別
地
域

ヘ

人
口
十
万
以
上
の
市
の
区
域

三

前
二
号
に
掲
げ
る
都
市
計
画
区
域
と
密
接
な
関
連
の
あ
る
都
市
計
画
区
域
で
、

国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

（
法
附
則
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
）

第
四
条
の
二

法
附
則
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
は
、
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す

る
。
た
だ
し
、
市
街
化
の
状
況
等
に
よ
り
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は

、
都
道
府
県
知
事
は
、
都
道
府
県
の
規
則
で
、
区
域
を
限
り
、
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
範
囲
内
で
、
そ
の
規
模
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
法
附
則
第
四
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
）

第
四
条
の
三

法
附
則
第
四
項
の
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
第
二
十
条

各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
と
す
る
。

（
法
附
則
第
四
項
の
開
発
行
為
の
許
可
基
準
等
）

第
四
条
の
四

第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
（
第
二
十
五
条
第
三
号
を
除
く
。

）
、
第
三
十
一
条
の
二
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
四
項
の
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。


